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平成 1 5 年３月期中間および通期の業績予想の修正について 

 

平成 14 年５月 15 日付「平成 14 年３月期決算短信」で発表しました平成 15 年 3 月期（平成

14 年４月１日～平成 15 年 3 月 31 日）中間および通期の業績予想を下記のとおり修正いた

します。 

 

記 

 

１．連結業績予想 
  （１）中間期（平成 14 年４月１日～平成 14 年 9 月 30 日）    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（A） 4,992 △133 △222 

今 回 修 正 （ B ） 5 , 5 4 1  △1 2 7  △9 6  

増減額（B－A） 549 6 126 

増 減 率 11.0％ －％ －％ 

 

（２）通期（平成 14 年４月１日～平成 15 年３月 31 日）    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（A） 11,868 650 328 

今 回 修 正 （ B ） 1 3 , 0 3 7  6 2 0  3 4 4  

増減額（B－A） 1,169 △30 16 

増 減 率 9.9％ △4.6％ 4.9％ 



  （３）ご参考：前期実績                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

中間期（平成 13年 9月期） 4,972 △101 △125 

通 期（平成 14年３月期） 10,606 464 253 

 
２．単体業績予想 
  （１）中間期（平成 14 年４月１日～平成 14 年 9 月 30 日）    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（A） 4,228 114 66 

今 回 修 正 （ B ） 4 , 2 3 4  9 8  1 7  

増減額（B－A） 6 △16 △49 

増 減 率 0.1％ △14.0％ △74.2％ 

 

  （２）通期（平成 14 年４月１日～平成 15 年 3 月 31 日）     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（A） 9,444 586 340 

今 回 修 正 （ B ） 9 , 4 4 6  5 5 7  2 8 3  

増減額（B－A） 2 △29 △57 

増 減 率 0.0％ △4.9％ △16.8％ 

 

  （３）ご参考：前期実績                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

中間期（平成 13年 9月期） 4,121 △51 △32 

通期（平成 14年３月期） 8,321 350 202 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．計画修正の主な理由 
当期の事業概況は、IT 関連の需要の伸び悩みはありますが、自動車関連を中心とした精

密金型部品の売上が好調に推移、また、前期に投入した光関連機器の新規商品の売上が寄

与しているなど、前回発表した業績予想のとおり順調に推移しております。 

しかし、平成 14 年５月 31 日付「子会社の異動に関するお知らせ」および「富士通シン

ター（株）の事業取得について」で発表した、子会社株式の売却および取得に伴い業績予

想を修正するものであります。 

 

〔売上高修正の主な要因〕 

前述したとおり、既存の事業は概ね前回予想のとおり推移しておりますが、株式を取得し

た子会社（いわきファインテクノロジー株式会社）の売上高が連結に加算されることに伴

い、連結売上高を修正いたします。 

 

〔利益修正の主な要因〕 

連結上は、新たに子会社となった「いわきファインテクノロジー株式会社」の事業再構築

に係る損失を見込んでいるため、経常利益では若干の減益となりますが、特別損失で一部

子会社の資産の除却損を見込む反面、特別利益として子会社株式の売却益等があるため、

当期純利益は、当社単体の過年度法人税等の増加はあるものの増益となります。 

 

4．その他 
今回の業績予想の修正についての説明会を、平成 14 年８月 19 日（月）午後３時 30 分よ

り、日本証券アナリスト協会会議室で開催いたします。 

  


